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濱
一
衛
の
見
た
一
九
三
〇
年
代
中
国
芸
能

―
開
封
・
呉
興
―

中
里
見
　
　
　
敬

は
じ
め
に

一
九
三
四
年
六
月
か
ら
一
九
三
六
年
六
月
ま
で
北
平
に
留
学
し
た
濱
一
衛
（
一
九
〇
九
〜
一
九
八
四
）
は
当
時
の
中
国
演
劇
の
記
録
を

残
し
て
い
る（

1
）。

前
稿
で
濱
の
京
劇
に
関
す
る
著
作
お
よ
び
北
平
・
天
津
で
の
観
劇
記
録
に
つ
い
て
考
察
し
た
の
に
引
き
続
き
、
本
稿
で
は

開
封
の
地
方
劇
と
曲
芸
、
お
よ
び
呉
興
に
お
け
る
南
方
崑
曲
に
つ
い
て
の
上
演
記
録
を
取
り
上
げ
、
中
国
演
劇
研
究
史
上
に
お
け
る
濱
一

衛
の
位
置
、
お
よ
び
そ
の
著
述
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い（

2
）。

一
　
開
封
：
河
南
墜
子
、
河
南

子
︵
豫
劇
︶

一
九
三
六
年
三
月
三
日
、
天
津
か
ら
曲
阜
、
徐
州
を
経
て
開
封
に
到
着
し
た
濱
一
衛
は
、
さ
っ
そ
く
相
国
寺
境
内
の
小
屋
で
本
場
の
河

南
墜
子
（
曲
芸
、
唱
い
も
の
の
一
種
）
を
堪
能
し
て
い
る
。
そ
の
記
録
は
旅
行
記
の
中
に
見
え
る
。

 

旅
宿
に
帰
り
休
息
後
三
時
頃
か
ら
、
其
近
く
の
相
国
寺
へ
行
っ
て
み
た
。
寺
の
正
面
中
央
に
は
、
南
面
し
て
非
常
に
立
派
な
牌
楼

が
あ
り
、
其
の
東
西
よ
り
寺
へ
出
入
す
る
様
に
な
っ
て
い
る
。
其
の
牌
楼
と
同
じ
並
び
に
、
堂
々
た
る
公
会
堂
が
あ
っ
た
。
寺
中
で
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一
番
眼
に
着
い
た
の
は
八
角
殿
で
飛
簷
四
出
し
て
、
威
辺
り
を
振
う
底
の
堂
々
た
る
も
の
で
、
正
殿
が
硝
子
窓
を
つ
け
て
民
衆
教
育

館
に
な
っ
て
い
る
の
を
見
下
し
て
い
る
様
で
あ
っ
た
。

 
此
の
境
内
一
帯
が
北
平
の
天
橋
の
様
に
な
っ
て
い
て
、
雑
多
の
各
種
小
販
は
勿
論
、
唱
曲
、
説
書
、
卜
相
の
類
が
軒
を
並
べ
、
ア

ン
ペ
ラ
張
り
の
小
屋
の
中
か
ら
梆
子
の
音
と
共
に
、
三
味
、
胡
弓
の
音
色
が
聞
え
て
来
る
。
本
場
の
故
で
も
あ
ろ
う
が
一
番
多
い
の

は
河
南
墜
子
で
あ
っ
た
。
附
添
い
の
巡
査
に
云
っ
て
、
一
番
よ
い
小
屋
へ
案
内
し
て
貰
っ
た
。
二
十
坪
程
の
場
所
で
正
面
は
舞
台
―

と
い
っ
て
も
机
が
一
個
あ
る
だ
け
で
あ
る
が
―
で
支
那
国
旗
の
色
褪
せ
て
、
薄
黒
く
な
っ
た
の
が
前
へ
か
け
ら
れ
て
い
る
。
向
っ

て
右
手
は
茶
を
沸
か
し
茶
を
入
れ
る
処
で
ア
ン
ペ
ラ
で
正
面
は
仕
切
っ
て
横
か
ら
出
入
す
る
様
に
な
っ
て
い
る
。
向
っ
て
左
側
は
歌

い
手
の
控
場
所
で
、
白
粉
を
真
白
に
塗
っ
た
、
十
五
六
か
ら
二
十
七
八
才
ま
で
の
女
が
六
七
人
勝
手
に
お
嘵
舌
し
な
が
ら
坐
っ
て
い

た
が
、
満
員
の
後
方
の
立
見
席
の
間
を
巡
査
の
案
内
で
前
方
に
全
部
空
席
に
な
っ
て
い
る
恐
ろ
し
く
時
代
の
付
い
た
籐
椅
子
に
腰
を

下
し
た
私
等
を
見
て
、
急
に
小
声
で
何
か
耳
打
ち
し
出
し
た
。
間
も
無
く
人
が
変
っ
て
、「
華
容
道
」
を
唱
い
出
し
た
。
北
平
で
聴
く

河
南
墜
子
と
一
寸
も
変
っ
た
所
は
無
い
が
、
大
鼓
が
な
い
の
で
聴
慣
れ
な
い
為
か
、
河
南
墜
子
特
有
の
長
い
合
い
の
手
の
間
に
大
鼓

が
入
ら
な
い
の
で
寂
し
く
思
わ
れ
た
。
大
鼓
は
無
い
が
左
手
の
竹
箸
の
様
な
棒
切
は
持
っ
て
い
て
、
扇
子
変
り
に
旨
く
使
っ
て
い
た
。

又
も
う
一
つ
北
平
で
聞
く
の
と
異
っ
て
い
る
の
は
、
横
手
に
別
に
種
々
の
言
葉
を
挿
む
者
が
い
て
、
単
調
を
破
る
様
に
し
て
い
る
。

此
の
二
点
を
除
い
て
は
北
平
で
聞
く
墜
子
と
何
の
変
り
も
な
い
。
大
鼓
を
打
つ
事
は
所
謂
大
鼓
書
の
流
行
し
て
い
る
平
津
で
演
ず
る

場
合
に
は
特
に
大
鼓
を
入
れ
て
看
客
の
嗜
好
に
迎
合
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
し
―
何
故
に
短
い
足
の
大
鼓
を
使
う
の
か
知
ら
な
い

―
間
に
言
葉
を
挿
む
の
は
費
用
の
関
係
で
特
に
不
可
欠
の
も
の
で
も
な
い
の
で
、
省
略
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。「
華
容
道
」
が

終
っ
て
、『
紅
楼
夢
』
の
「
黛
玉
帰
天
」
を
歌
っ
て
い
る
時
に
、
私
が
一
寸
し
た
悪
戯
か
ら
巡
警
に
国
旗
を
指
し
て
、
国
旗
と
違
う
の

か
と
訊
ね
て
見
る
と
、
其
の
青
年
巡
査
は
驚
い
た
様
に
、
左
様
だ
と
云
っ
て
す
ぐ
に
歌
い
手
の
溜
り
に
悠
然
と
い
た
老
婆
―
興
行

主
な
の
で
あ
ろ
う
―
に
、
外
の
と
入
れ
換
え
ろ
と
、
威
圧
的
に
云
っ
た
が
、
今
無
い
か
ら
、
明
日
か
ら
換
え
る
と
、
中
ば
国
旗
も
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糞
も
あ
る
も
の
か
と
云
わ
ん
ば
か
り
に
嘲
笑
的
に
云
っ
て
い
た
。
巡
警
が
老
婆
と
掛
け
合
っ
て
い
る
間
、
看
客
は
騒
ぐ
し
、
歌
は
止

ま
る
し
、
一
時
は
ど
う
な
る
の
か
と
心
配
し
て
い
た
が
、
支
那
の
喧
嘩
に
付
物
の
仲
裁
役
と
し
て
他
の
巡
査
が
出
て
来
て
、
其
場
は

落
着
し
た
。
此
処
は
勿
論
入
場
券
制
度
で
無
く
、
一
曲
の
終
る
毎
に
、
賞
銭
す
る
の
で
あ
る
が
、
北
平
な
ら
精
々
銅
貨
四
五
個
で
十

分
で
あ
る
の
に
、
勿
論
我
々
は
巡
査
を
合
わ
せ
て
四
人
い
た
が
、
二
十
銭
を
巡
査
の
言
葉
に
従
い
、
一
曲
の
終
る
毎
に
出
す
の
は
、

迚
も
無
駄
に
思
わ
れ
た
の
で
、
三
曲
目
が
終
る
と
、
其
の
席
を
立
っ
た
。

 

此
の
境
内
に
は
種
々
の
小
攤
子
が
あ
っ
た
の
で
、
唱
本
児
、
象
棋
、
玩
具
等
を
買
っ
た
の
で
あ
る
が
、
夫
を
巡
査
が
一
物
を
買
う

毎
に
一
々
帳
面
に
印
し
て
い
た
の
は
滑
稽
で
あ
っ
た
。（
濱
一
衛
著
、
中
里
見
敬
整
理
「
曲
阜
徐
州
開
封
洛
陽
西
安
旅
行
記
」、『
言
語

文
化
論
究
』
第
二
五
号
、
九
州
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
院
、
二
〇
一
〇
、
一
九
〇
〜
一
八
九
頁
）

開
封
の
相
国
寺
一
帯
で
は
、
北
平
の
天
橋
の
よ
う
に
各
種
の
演
芸
が
行
わ
れ
て
い
た（

3
）。

濱
は

巡
査
に
伴
わ
れ
て
、
そ
の
中
の
一
つ
の
小
屋
で
河
南
墜
子
の
「
華
容
道
」
と
「
黛
玉
帰
天
」

を
聴
い
て
い
る
。
天
津
で
見
た
河
南
墜
子
と
同
様
、
こ
こ
で
も
大
鼓
の
な
い
こ
と
に
考
察
を

め
ぐ
ら
し
て
い
る（

4
）。

今
日
か
ら
見
て
興
味
深
い
の
は
、「
一
曲
の
終
る
毎
に
、
賞
銭
す
る
」
と

い
う
制
度
で
あ
る（

5
）。
し
か
も
巡
査
に
伴
わ
れ
た
濱
は
前
方
の
上
席
に
座
ら
さ
れ
た
た
め
、
そ

れ
な
り
の
祝
儀
を
は
ず
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

つ
い
で
濱
は
永
安
舞
台
で
老
義
成
班
に
よ
る
河
南
梆
子
（
豫
劇
）
を
、
一
九
三
六
年
三
月

三
日
の
夜
興
行
（
図
１
、
浜
文
庫
／
集181

／65

）
と
三
月
四
日
の
昼
興
行
（
図
２
、
浜
文

庫
／
集181

／64

）
で
観
劇
し
た
。
当
日
の
戯
単
は
濱
文
庫
に
残
さ
れ
て
い
る
。

 

其
晩
食
後
相
国
寺
境
内
に
あ
る
永
安
舞
台
へ
行
っ
て
、
老
義
成
班
の
河
南
梆
子
（
土

戯
）
を
聴
い
た
。
馬
双
枝
、
王
潤
枝
、
張
心
田
等
の
一
座
で
、
女
優
が
中
心
の
様
で
あ
っ

図１　₁₉₃₆年３月３日　開封　永安舞台
（浜文庫 / 集181/65）27.3×39.5cm
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た
。
昼
夜
二
回
で
、
昼
は
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
、
夜
は
六
時
か
ら
十
時
ま

で
。
私
は
三
月
三
日
の
夜
戯
と
三
月
四
日
の
白
天
と
二
回
聴
い
た
。
看
客
席
で
北
平
の

劇
場
と
異
る
所
は
站
箭
で
、
北
平
の
廊
子（
6
）に
相
当
す
る
場
所
で
竹
で
作
っ
た
箭
を
買
っ

て
入
場
す
る
の
で
あ
っ
て
、
僕
が
見
た
時
は
二
回
共
、
よ
く
ま
あ
あ
ん
な
に
し
て
芝
居

を
観
る
気
に
な
る
と
思
う
程
の
満
員
で
、
真
の
寿
司
詰
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
各
人
共

支
那
人
の
一
種
独
特
の
親
し
み
の
あ
る
楽
し
相
な
顔
で
芝
居
を
観
て
い
る
。
中
心
部
の

池
子
が
椅
子
席
で
あ
る
の
は
北
平
と
変
り
は
無
い
。
舞
台
も
北
平
の
旧
式
舞
台
の
構
造

と
変
り
無
く
、
正
面
上
部
に
は
、「
現
身
説
法
」
と
大
き
な
横
額
が
掛
り
、
上
場
門
に
は

「
金
声
」、
下
場
門
に
は
「
玉
振
」
と
あ
り
、
舞
台
正
面
中
央
部
に
大
多
数
の
場
面
が
居

る
。
向
っ
て
右
よ
り
梆
子
、
月
琴
、
京
胡
、
三
線
、
単
皮
鼓
の
順
序
で
、
左
手
戯
台
梆

子
の
楽
手
は
、
舞
台
で
座
蒲
団
を
投
げ
た
り
、
椅
子
を
置
き
換
え
る
役
も
兼
ね
て
い
る
。

最
初
の
日
に
は
「
後
本
梅
降
雪
」、
二
日
目
に
は
「
頭
本
紫
金
鐲
」
を
看
た
が
何
れ
も
只
管
物
語
が
進
ん
で
行
く
丈
で
芸
の
見
せ
処
が

無
い
。
唱
は
勿
論
梆
子
調
で
あ
る
が
、
今
迄
聴
い
た
梆
子
調
の
中
で
は
、
最
も
幼
稚
な
も
の
で
、
始
終
同
じ
様
に
、
急
に
昂
り
、
徐
々

に
下
る
、
と
い
う
音
譜
の
山
を
繰
り
返
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
梆
子
調
の
特
長
で
あ
る
が
、
度
は
ず
れ
か
と
思
わ
れ
る
程

の
高
音
で
而
も
単
調
で
、
音
楽
的
に
忽
ん
ど
聴
く
価
値
は
無
い
。
演
技
の
方
を
観
て
も
、
衣
裳
、
小
道
具
類
は
京
戯
と
同
様
で
其
の

割
合
い
に
立
派
で
あ
る
が
、
全
く
田
舎
じ
み
て
い
て
、
此
ん
な
演
技
や
歌
唱
に
聴
き
入
り
、
感
動
す
る
看
客
の
気
が
知
れ
な
い
と
云

い
度
く
な
る
。
仕
草
の
中
に
一
つ
特
異
で
あ
る
の
は
、
戯
台
上
の
進
行
を
表
わ
す
為
め
に
、
其
の
主
人
公
を
取
り
囲
ん
で
、
円
を
画

き
、
手
下
等
が
回
る
事
で
、
未
だ
何
の
地
方
の
芝
居
で
も
看
た
事
が
無
い
。
要
す
る
に
河
南
梆
子
は
、
脚
色
に
正
旦
浄
丑
の
区
別
を

有
し
、
主
と
し
て
全
本
物
を
演
ず
る
非
常
に
原
始
的
な
梆
子
調
で
あ
る
と
思
え
ば
間
違
い
は
な
い
。
鄭
州
洛
陽
の
各
地
に
、
河
南
梆

図２　₁₉₃₆年３月４日　開封　永安舞台
（浜文庫 / 集181/64）27.4×39.5cm
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子
は
有
る
が
、
省
城
た
る
開
封
が
本
場
ら
し
く
、
永
安
、
豫
声
、
同
楽
の
三
劇
場
で
土
戯
を
演
じ
て
い
た
。
此
う
し
た
土
戯
の
勢
力

と
い
う
物
は
主
と
し
て
言
語
的
に
範
囲
が
狭
く
、
他
省
よ
り
来
て
い
る
も
の
は
判
然
と
聞
き
取
れ
な
い
と
い
う
事
に
な
る
。
他
省
よ

り
来
た
軍
人
役
人
は
勿
論
、
土
地
の
人
で
も
長
く
他
省
に
い
た
人
は
此
れ
に
一
顧
を
も
与
え
な
い
と
い
う
結
果
に
な
り
、
此
う
し
た

土
戯
は
一
般
民
衆
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
と
見
て
差
支
は
あ
る
ま
い
。
従
っ
て
今
日
の
様
に
全
国
を
風
靡
し
て
い
る
皮
黄
の
勢

力
に
段
々
と
圧
さ
れ
気
味
に
な
ら
な
い
迄
も
、
発
展
は
し
得
な
い
と
思
わ
れ
る
。（
濱
一
衛
著
、
中
里
見
敬
整
理
「
曲
阜
徐
州
開
封
洛

陽
西
安
旅
行
記
」
一
八
九
〜
一
八
八
頁
）

こ
の
部
分
の
記
述
は
、
劇
場
の
構
造
、「
場
面
」
と
呼
ば
れ
る
楽
隊
の
構
成
、
音
楽
、
演
技
に
至
る
ま
で
全
面
的
か
つ
詳
細
な
も
の
で
、
当

時
の
豫
劇
の
上
演
を
記
録
し
た
も
の
と
し
て
価
値
が
高
く
、
中
国
で
出
版
さ
れ
た
『
中
国
戯
曲

志
』
を
補
充
す
る
内
容
を
備
え
て
い
る
。
な
お
、
日
本
軍
の
侵
攻
に
よ
り
一
九
三
八
年
六
月
に

老
義
成
班
は
解
散
し
、
永
安
舞
台
で
の
公
演
も
停
止
し
た（

7
）。

二
　
呉
興
：
南
方
崑
曲

濱
一
衛
は
留
学
末
期
の
一
九
三
六
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
上
海
、
杭
州
、
蘇
州
を
回
り
、

途
中
、
呉
興
南
潯
鎮
の
蔵
書
楼
・
嘉
業
堂
を
訪
問
し
た
。
そ
の
と
き
嘉
業
堂
の
主
任
・
施
維
藩

の
案
内
に
よ
り
、
た
ま
た
ま
旅
巡
業
で
南
潯
に
来
て
い
た
蘇
州
の
一
座
文
全
福
に
よ
る
南
方
崑

曲
を
観
劇
し
て
い
る（

8
）。
濱
文
庫
所
蔵
の
戯
単
に
よ
る
と
、
五
月
六
日
夜
戯
の
演
目
は
「
抜
眉
探

監
」、「
刀
会
」、「
三
叉
口
」、『
蝴
蝶
夢
』（「
歎
骷
」「
扇
墳
」「
帰
家
」「
脱
殻
」「
收
扇
」「
訪

師
」「
吊
奠
」「
説
親
」「
回
話
」「
成
親
」「
劈
棺
」）（
図
３
、
浜
文
庫
／
集181

／52
）
で
あ
り
、

図３　₁₉₃₆年５月６日夜戯　呉興南潯　文全福
（浜文庫 / 集181/52）20.8×37.5cm
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五
月
七
日
日
戯
の
演
目
は
「
掃
秦
」、『
漁
家
楽
』（「
漁
銭
」「
端
陽
」「
蔵
舟
」「
相
梁
」「
刺

梁
」）、「
琴
挑
問
病
」、「
大
鬧
天
宮
」（
図
４
、
浜
文
庫
／
集181

／51

）
で
あ
っ
た
。
濱
は
こ

の
と
き
の
崑
曲
観
劇
を
ふ
ま
え
て
、
の
ち
に
論
文
を
執
筆
し
た
。

二
・
一
　
仙
霓
社
の
旅
巡
業
﹁
文
全
福
﹂

 

昭
和
十
一
年
五
月
六
日
、
私
は
呉
興
の
劉
氏
嘉
業
堂
に
滞
在
中
、
折
か
ら
当
地
出
演
中

の
「
文
全
福
」
を
嘉
業
堂
の
御
好
意
で
前
三
排
の
よ
い
場
所
で
拝
見
し
た
こ
と
が
あ
る
。

劇
場
は
「
民
衆
教
育
館（
9
）」
と
あ
る
が
、
張
王
廟
の
舞
台
で
、
一
寸
北
京
の
広
和
楼
の
感
じ

で
あ
っ
た
。
つ
い
で
な
が
ら
に
記
せ
ば
特
等
四
角
、
一
等
三
角
、
二
等
五
百
文
、
三
等
二

百
五
十
文
で
、
く
ら
い
電
燈
の
も
と
に
、
古
び
た
衣
裳
で
、
一
寸
わ
び
し
い
も
の
で
あ
っ

た
が
、
舞
台
は
な
か
な
か
の
熱
演
で
見
ご
た
え
が
あ
っ
た
。
凄
い
入
り
で
大
多
数
は
農
民

ら
し
く
皆
楽
し
そ
う
に
看
て
い
た
さ
ま
は
、
同
じ
頃
の
北
京
の
韓
世
昌
一
座
の
北
崑
の
二

三
十
人
の
お
客
を
相
手
に
し
て
い
た
の
と
よ
い
対
照
で
、
流
石
に
本
場
だ
け
の
こ
と
は
あ
る
と
思
わ
せ
た
。

 

こ
の
班
名
は
「
文
全
福
」
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
に
は
も
う
全
福
は
な
く
な
っ
て
い
て
、
後
に
説
く
よ
う
に
こ
の
メ
ン
バ
ー
は
「
仙

霓
社
」
の
人
々
で
あ
っ
た
か
ら
、
旅
に
出
る
時
は
相
変
わ
ら
ず
昔
な
つ
か
し
い
「
全
福
」
の
名
を
便
宜
上
使
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
班
を
「
小
班
」
と
愛
称
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
が
、
も
と
よ
り
全
福
の
「
老
班
」
に
対
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

 

「
文
全
福
」
の
文
は
ど
う
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
梅
氏
の
前
記
の
書
に
は
も
と
全
福
に
い
た
沈
盤
生
が
「
私
達
が
通
っ
た
の
は
浙

江
の
、
嘉
興
、
湖
州
、
平
湖
、
震
沢
等
の
港
町
で
あ
っ
た
。
別
に
『
鴻
福
班
』
と
い
う
崑
班
が
あ
り
、
私
達
と
同
じ
コ
ー
ス
を
通
っ

た
。
彼
ら
は
よ
く
武
劇
を
演
じ
た
…
…
当
時
『
文
全
福
、
武
鴻
福
』
の
称
が
あ
っ
た）

₁₀
（

」
と
い
う
。
も
と
よ
り
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
が
、

図４　₁₉₃₆年５月７日日戯　呉興南潯　文全福
（浜文庫 /集181/51）21.9×37.1cm
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も
と
も
と
徽
班
が
武
劇
に
長
じ
て
い
た
の
で
、
徽
班
に
対
し
て
崑
班
を
「
文
班
戯
」
と
い
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

 

か
つ
て
の
文
全
福
は
文
戯
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
わ
た
く
し
の
看
た
日
の
圧
軸
（
お
わ
り
か
ら
二
つ
目
）
に
は
「
三
叉
口
」
で
純

然
た
る
武
戯
で
あ
っ
て
、
昔
日
と
は
趣
を
異
に
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
き
朱
伝
茗
は
「
わ
た
く
し
達
が
修
業
し
て
い
た
時
は
、

文
戯
ば
か
り
学
ん
だ
が
、
上
海
に
来
て
か
ら
、
徐
凌
雲
先
生
の
考
え
で
武
戯
を
演
ず
る
こ
と
に
な
り
…
…
林
樹
森
兄
弟
を
招
い
て
少

な
か
ら
ざ
る
崑
曲
の
武
戯
を
教
え
て
も
ら
っ
た）

₁₁
（

」
と
い
っ
て
多
く
の
武
戯
の
演
目
を
上
げ
て
い
る
。
だ
か
ら
「
文
全
福
」
に
も
武
戯

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

 

そ
の
番
付
で
は
台
柱
（
座
頭
）
は
朱
伝
茗
で
、
閨
閣
正
旦
と
か
後
台
外
交
主
任
と
か
の
肩
書
き
が
つ
い
て
い
る
。
彼
の
役
柄
は
「
五

旦
」
つ
ま
り
「
閨
門
旦
」
で
跪
池
、
琴
挑
な
ど
が
得
意
。
一
時
は
北
梅
（
北
の
梅
蘭
芳
）
南
朱
と
い
わ
れ
た
実
力
者
で
あ
っ
た
。
後

に
は
梅
氏
が
上
海
で
や
る
遊
園
の
春
香
や
、
断
橋
の
青
蛇
は
よ
く
彼
が
つ
と
め
た
。
戦
後
に
も
共
演
し
て
い
る
し
、
梅
氏
の
息
に
崑

曲
戯
を
教
え
た
の
も
彼
で
あ
る
。

 

次
の
周
伝
瑛
は
風
雅
小
生
と
あ
る
。
彼
は
本
来
雉
尾
生
（
小
生
の
一
種
、
鶏
毛
生
と
も
い
う
）
で
あ
っ
た
が
、
顧
伝
玠
が
脱
退
し

て
か
ら
は
巾
生
（
小
生
の
一
種
、
黒
衣
生
と
か
窮
生
と
か
の
別
が
あ
る
）
も
つ
と
め
た
。（
中
略
）
周
氏
は
後
述
の
崑
蘇
劇
団
の
北
京

出
演
で
改
め
て
認
め
ら
れ
た
よ
う
な
形
で
あ
る
が
、
顔
も
よ
い
し
、
昔
か
ら
芝
居
も
う
ま
か
っ
た
。
声
は
し
わ
が
れ
て
い
た
が
、（
今

も
悪
い
そ
う
だ
）
そ
の
頃
の
北
の
栄
慶
社
の
人
々
も
特
に
生
の
系
統
の
人
が
声
を
い
た
め
て
い
た
。
旅
の
強
行
軍
が
声
を
い
た
め
る

の
で
あ
ろ
う
が
、
崑
曲
の
く
た
び
れ
た
衣
裳
に
暗
い
電
燈
、
少
な
い
看
客
、
こ
の
し
わ
が
れ
た
声
の
時
に
は
、
北
京
で
も
い
つ
も
う

ら
悲
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
周
氏
は
今
評
判
の
「
十
五
貫
」
で
况
鐘
役
で
あ
る
。
栄
慶
の
小
生
で
あ
っ
た
白
雲
生
は

彼
の
芝
居
を
ほ
め
ち
ぎ
っ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
水
袖
（
袖
に
つ
け
た
白
い
布
）
の
扱
い
に
つ
い
て
、
知
府
で
あ
る
こ
の
役
と
長
生

殿
の
玄
宗
役
の
時
と
で
は
、
す
っ
か
り
袖
の
扱
い
を
異
に
し
て
い
る
と
ほ
め
て
い
る
。
も
と
も
と
琴
挑
、
断
橋
の
得
意
の
人
で
あ
る
。

 

第
三
に
張
伝
芳
が
い
る
。
文
武
花
旦
と
し
て
あ
る
、
六
旦
で
あ
る
か
ら
西
廂
の
紅
娘
や
学
堂
の
春
香
が
得
意
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。



－ 143 －

崑
蘇
劇
団
に
在
籍
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
が
、
も
う
女
優
が
第
一
線
に
い
る
よ
う
だ
か
ら
舞
台
に
出
る
こ
と
は
な
い
の
で

あ
ろ
う
。
そ
の
他
、
正
旦
の
沈
伝
芷
、
花
旦
の
姚
伝
薌
、
官
生
（
大
官
生
即
ち
冠
生
、
小
官
生
即
ち
紗
帽
生
に
分
か
れ
る
）
の
趙
伝

珺
、
老
生
の
施
伝
鎮
、
武
生
の
汪
伝
鈐
、
二
面
の
華
伝
浩
、
大
面
の
沈
伝
錕
、
小
丑
の
姚
伝
湄
、
武
旦
の
方
伝
芸
ら
が
主
だ
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
時
の
番
付
に
は
の
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
頃
有
名
な
人
に
は
、
正
旦
の
沈
伝
芷
、
老
外
の
鄭
伝
鑑
、
そ
れ
に
今

崑
蘇
劇
団
で
名
の
高
い
王
伝
淞
が
い
る
。
王
氏
は
も
と
も
と
西
門
慶
や
張
文
遠
の
よ
う
な
付
（
京
劇
の
方
巾
丑
）
の
得
意
の
人
、
白

雲
生
は
こ
の
人
を
動
作
の
な
い
時
に
も
気
魄
が
あ
る
と
ほ
め
、
又
両
手
の
動
き
や
か
た
ち
の
よ
さ
を
ほ
め
て
い
る
。（
浜
一
衛
「
南
崑

の
変
遷
」、『
文
学
論
輯
』
第
四
号
、
九
州
大
学
教
養
部
文
学
研
究
会
、
一
九
五
六
、
一
四
〜
一
六
頁
）

濱
は
こ
の
呉
興
で
の
南
方
崑
曲
観
劇
を
「
た
い
へ
ん
な
僥
倖
」
と
記
し
て
い
る
が）

₁₂
（

、
そ
れ
に
は
深
い
背
景
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
一
つ
は

中
国
演
劇
史
研
究
の
創
始
者
で
あ
り
、
濱
の
演
劇
研
究
に
影
響
を
与
え
た
青
木
正
児
と
の
関
係
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
一
九
三
七
年
の
仙

霓
社
解
散
後
、
完
全
に
衰
退
し
た
か
に
見
え
た
南
方
崑
曲
が
、
新
中
国
の
文
芸
政
策
の
も
と
浙
江
国
風
崑
蘇
劇
団
の
「
十
五
貫
」
に
よ
り

一
九
五
六
年
一
月
か
ら
突
如
大
流
行
し
た
こ
と
で
あ
る）

₁₃
（

。
濱
は
こ
れ
を
契
機
に
同
年
、
改
め
て
論
文
「
南
崑
の
変
遷
」
を
執
筆
し
て
崑
曲

の
現
代
に
至
る
ま
で
の
沿
革
を
書
き
留
め
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る）

₁₄
（

。
次
節
で
は
、
そ
の
二
点
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

二
・
二
　
青
木
正
児
と
崑
曲

濱
は
論
文
「
南
崑
の
変
遷
」
の
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
述
べ
、
青
木
正
児
の
研
究
と
の
関
連
に
触
れ
て
い
る
。

わ
た
く
し
は
十
数
年
前
の
「
支
那
学
」
に
北
崑
の
こ
と
を
書
い
た
。
青
木
先
生
の
戯
曲
史
に
南
崑
の
末
路
に
は
お
触
れ
に
な
っ
た
が
、

北
崑
に
つ
い
て
は
お
述
べ
に
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
南
崑
に
も
い
ろ
い
ろ
と
変
遷
が
あ
っ
た
か
ら
、
こ
ん
ど
は
南
崑

に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
と
思
う
。（
浜
一
衛
「
南
崑
の
変
遷
」
一
〇
頁
）

青
木
が
京
都
を
離
れ
て
東
北
帝
国
大
学
に
赴
任
し
た
の
は
一
九
二
三
年
で
あ
り
、
濱
が
京
都
帝
国
大
学
に
入
学
し
た
の
は
そ
の
十
年
後
の
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一
九
三
三
年
で
あ
る
。
ま
た
一
九
三
八
年
、
青
木
が
京
大
教
授
に
着
任
し
た
そ
の
年
に
、
濱
は
松
山
高
等
商
業
学
校
に
赴
任
し
行
き
違
い

に
な
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
青
木
が
創
刊
者
に
名
を
連
ね
る
雑
誌
『
支
那
学
』
に
濱
は
初
期
の
論
文
を
二
編
掲
載
し
て
お
り
、
青
木
の

大
著
『
支
那
近
世
戯
曲
史
』
を
は
じ
め
京
大
教
官
の
研
究
成
果
を
多
く
刊
行
し
た
弘
文
堂
書
房
か
ら
濱
の
『
支
那
芝
居
の
話
』
が
出
版
さ

れ
る
な
ど
、
濱
の
演
劇
研
究
は
青
木
正
児
お
よ
び
京
都
中
国
学
の
薫
陶
を
受
け
、
一
定
の
評
価
を
得
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
青
木
正
児
は
崑
曲
の
衰
退
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

高
腔
ど
こ
ろ
か
、
崑
曲
の
命
脈
さ
へ
も
危
い
〳
〵
。
私
が
聴
花
先
生
に
逢
う
た
頃
、
北
京
に
韓
世
昌
は
居
た
が
、
一
座
を
組
織
す
る

ほ
ど
の
メ
ン
バ
ー
も
無
く
、
た
だ
好
事
家
に
招
か
れ
て
清
唱
す
る
の
み
で
、
殆
ど
舞
台
に
立
つ
機
会
は
無
か
つ
た
ら
し
い
。
私
は
只

一
度
年
末
の
義
務
戯
に
彼
が
「
春
香
閙
学
」
一
齣
を
演
じ
た
の
を
観
た
の
み
で
あ
る
。
是
は
梅
蘭
芳
も
よ
く
演
ず
る
場
ら
し
く
、
私

も
一
度
観
た
。
此
外
「
尼
姑
思
凡
」
も
京
戯
の
女
形
が
よ
く
演
ず
る
場
で
、
崑
曲
は
此
の
二
齣
の
み
が
京
戯
の
附
属
的
地
位
に
於
て

北
京
の
戯
場
に
命
脈
を
保
つ
て
ゐ
た
。
崑
曲
の
本
場
は
蘇
州
で
あ
る
。
私
は
北
京
へ
遊
ぶ
数
年
前
、
江
南
春
遊
を
試
み
た
際
、
蘇
州

で
崑
劇
を
観
た
い
と
望
ん
だ
が
、
折
悪
し
く
唯
一
の
劇
団
た
る
崑
劇
伝
習
所
は
上
海
に
行
つ
て
ゐ
る
と
か
で
観
ら
れ
な
か
つ
た
。
南

京
・
揚
州
と
遊
ん
で
江
を
遡
り
、
廬
山
に
登
つ
て
上
海
に
帰
つ
て
見
れ
ば
、
崑
劇
団
は
蘇
州
へ
帰
つ
た
後
で
あ
つ
た
。
一
夕
観
に
行

つ
た
欧
陽
予
倩
の
演
ず
る
新
作
物
に
崑
曲
一
齣
が
有
つ
た
の
で
纔
に
渇
を
医
し
、
且
つ
崑
曲
追
求
の
念
を
一
層
強
く
し
た
の
で
あ
つ

た
。
か
う
い
ふ
頭
で
後
年
北
京
に
於
て
聴
花
先
生
に
ぶ
っ
つ
か
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
話
の
合
は
う
は
ず
は
な
い
。
其
の
翌
年
春
南

下
し
て
上
海
に
至
る
や
、
今
度
う
ま
い
具
合
に
崑
劇
伝
習
所
が
或
る
劇
場
で
演
じ
て
ゐ
た
。
喜
ん
で
観
に
行
く
と
観
客
は
前
の
方
に

四
、
五
十
人
居
る
ば
か
り
で
、
劇
場
は
ガ
ラ
空
き
で
あ
る
。
是
で
は
立
ち
行
く
ま
い
と
慨
嘆
之
を
久
し
う
し
た
次
第
で
あ
る
。
崑
劇

も
見
た
い
が
、
江
南
の
春
は
見
の
が
せ
な
い
。
普
陀
山
を
振
り
出
し
に
浙
東
浙
西
を
経
て
江
蘇
に
廻
は
り
、
蘇
州
・
常
熟
を
最
後
に

し
て
再
び
上
海
に
還
つ
て
来
る
と
、
伝
習
所
は
徐
園
と
云
ふ
小
公
園
の
一
亭
に
座
を
移
し
て
ゐ
た
。
小
さ
な
舞
台
を
備
へ
た
茶
館
で

あ
る
。
客
は
三
十
人
ば
か
り
、
茶
を
飲
み
な
が
ら
曲
譜
を
片
手
に
観
て
ゐ
る
人
も
少
く
な
い
。
好
き
な
人
ば
か
り
気
持
の
良
い
集
り
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で
あ
る
。
私
は
滞
在
中
殆
ど
毎
日
の
や
う
に
、
せ
つ
せ
と
通
つ
た
。
舞
台
に
立
つ
の
は
童
伶
ば
か
り
で
無
論
喰
ひ
足
り
な
い
も
の
で

あ
る
が
、
や
は
り
典
型
が
有
つ
て
愉
快
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
其
れ
は
後
日
私
が
「
支
那
近
世
戯
曲
史
」
を
編
す
る
上
に
裏
付
け
と
し

て
役
立
つ
た
。
そ
れ
よ
り
も
大
い
に
私
に
元
気
を
付
け
て
く
れ
た
。（
青
木
正
児
「
聴
花
語
る
に
足
ら
ず
」、『
新
中
国
：
演
劇
・
文

学
・
芸
術
』
第
二
号
、
中
国
戯
劇
研
究
会
、
一
九
五
六
、
四
一
〜
四
二
頁
。
の
ち
「
辻
聴
花
先
生
の
思
ひ
出
」
と
改
題
し
て
『
青
木

正
児
全
集
』
第
七
巻
、
東
京
：
春
秋
社
、
一
九
七
〇
所
収
）

文
中
に
「
北
京
へ
遊
ぶ
数
年
前
、
江
南
春
遊
を
試
み
た
際
」
と
い
う
の
は
、
紀
行
文
『
江
南
春
』
を
書
い
た
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）

の
旅
行
を
指
す
。
そ
の
と
き
に
は
新
作
の
崑
曲
を
見
た
だ
け
で
、
崑
劇
伝
習
所
の
上
演
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
大
正

十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
上
海
で
崑
曲
観
劇
の
念
願
が
か
な
っ
た
の
で
あ
る
。

青
木
正
児
が
こ
の
と
き
上
海
の
徐
園
と
笑
舞
台
で
見
た
崑
曲
の
公
演
は
、
本
人
の
持
ち
帰
っ
た
戯
単
が
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
青
木

文
庫
に
残
さ
れ
て
お
り
、
演
目
と
俳
優
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る）

₁₅
（

。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
九
二
六
年
四
月
十
一
日
、
十
二
日
、
五
月
二

日
、
三
日
、
四
日
、
五
日
、
六
日
と
立
て
続
け
に
観
劇
し
て
お
り
、
先
の
引
用
と
符
合
す
る
。
な
お
、
四
月
十
二
日
が
笑
舞
台
で
あ
る
以

外
、
す
べ
て
徐
園
で
の
公
演
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
十
年
の
時
を
隔
て
て
濱
一
衛
は
呉
興
で
、
青
木
が
上
海
で
見
た
の
と
同
じ

演
目
を
三
つ
、
ほ
ぼ
同
じ
キ
ャ
ス
ト
で
見
て
い
る
の
で
あ
る
。

濱
一
衛
が
一
九
三
六
年
五
月
六
日
の
夜
戯
で
見
た
『
鸞
釵
記
』（「
抜
眉
」「
探
監
」）
は
、
青
木
が
一
九
二
六
年
五
月
三
日
に
徐
園
で
見

た
演
目
で
あ
っ
た
（
図
３
参
照
）。
徐
園
で
「
抜
眉
」「
探
監
」
を
演
じ
た
邵
傳
鏞
、
姚
傳
薌
、
王
傳
蕖
、
馬
傳
菁
、
周
傳
滄
の
五
名
全
員

が
十
年
後
の
呉
興
の
戯
単
に
も
見
え
る
こ
と
か
ら
、
青
木
と
濱
は
同
じ
俳
優
の
演
じ
る
同
一
演
目
を
見
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る）

₁₆
（

。
青
木
が

「
余
嘗
て
「
抜
眉
」「
探
監
」
二
齣
を
見
る
に
、
淨
丑
主
演
の
滑
稽
場
に
し
て
人
を
し
て
捧
腹
せ
し
め
、
其
の
悲
劇
中
に
在
る
を
覺
え
ざ
ら

し
む）

₁₇
（

」
と
書
い
て
い
る
の
を
濱
は
読
ん
で
い
た
に
違
い
な
く
、
同
じ
舞
台
を
見
た
濱
の
感
慨
は
深
か
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

次
に
、
濱
が
一
九
三
六
年
五
月
七
日
の
日
戯
で
見
た
『
漁
家
楽
』（「
漁
銭
」「
端
陽
」「
蔵
舟
」「
相
梁
」「
刺
梁
」）
を
、
青
木
は
一
九
二
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六
年
五
月
四
日
に
見
て
い
た
。
青
木
は
張
傳
芳
、
周
傳
瑛
、
邵
傳
鏞
、
姚
傳
湄
、
顧
傳
瀾
、
王
傳
淞
、
趙
傳
鈞
、
華
傳
銓
の
演
じ
る
『
漁

家
楽
』（「
漁
銭
」「
端
陽
」「
蔵
舟
」）
を
見
て
、「
余
最
も
「
漁
家
樂
」
を
好
む
、
嘗
て
其
の
兩
三
齣
を
散
演
す
る
を
觀
て
、
野
趣
と
雅
趣

と
渾
然
と
し
て
別
に
一
種
の
風
格
を
備
ふ
る
を
嘆
賞
せ
り
。
恨
ら
く
は
未
だ
全
本
を
見
る
を
得
ず
、（
中
略
）
中
「
端
陽
」「
藏
舟
」
は
最

も
好
關
目
に
し
て
、
蓋
し
一
劇
關
鍵
の
處
な
り
。
一
漁
翁
の
賤
女
を
以
て
王
に
配
し
、
對
照
最
も
奇
に
し
て
、
其
の
情
趣
古
來
幾
多
の
劇

中
未
だ
多
く
見
ざ
る
所
、
亦
一
珍
品
と
爲
す
に
足
る
」
と
述
べ
て
い
る）

₁₈
（

。
青
木
が
見
た
『
漁
家
楽
』
の
八
名
の
俳
優
の
う
ち
、
王
傳
淞
、

趙
傳
鈞
、
華
傳
銓
の
三
名
を
除
く
五
名
は
、
呉
興
の
戯
単
に
も
見
え
る
（
図
４
参
照
）。

三
つ
目
は
、
同
じ
く
五
月
七
日
に
濱
の
見
た
『
玉
簪
記
』（「
琴
挑
」「
問
病
」）
で
あ
る
。
青
木
は
一
九
二
六
年
五
月
五
日
に
『
玉
簪
記
』

（「
茶
叙
」「
問
病
」）
を
張
傳
芳
、
周
傳
瑛
、
周
傳
滄
、
龔
傳
華
、
薛
傳
鋼
、
華
傳
苹
と
い
う
キ
ャ
ス
ト
で
見
て
い
る
が
、
こ
の
六
名
の
う

ち
龔
傳
華
を
除
い
た
五
名
が
十
年
後
の
呉
興
の
戯
単
に
も
名
を
連
ね
て
い
る
（
図
４
参
照）
₁₉
（

）。

青
木
の
回
想
に
よ
る
と
、
上
海
の
「
劇
場
は
ガ
ラ
空
き
」、
徐
園
の
茶
館
で
も
「
客
は
三
十
人
ば
か
り
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
が
、
彼

は
そ
れ
を
「
好
き
な
人
ば
か
り
の
気
持
の
良
い
集
り
」
で
「
愉
快
で
あ
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
一
方
、
十
年
後
に
濱
が
呉
興
で
見
た
旅

巡
業
の
崑
曲
公
演
は
、「
凄
い
入
り
で
大
多
数
は
農
民
ら
し
く
皆
楽
し
そ
う
に
看
て
い
た
」。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
濱
が
以
下
の

よ
う
に
詳
述
し
て
い
る
。

 

都
市
で
の
崑
曲
は
光
緒
の
末
年
か
ら
酷
い
衰
え
を
見
せ
て
い
た
か
ら
、
一
年
一
回
の
出
演
も
困
難
で
あ
っ
た
が
、
田
舎
で
は
な
お

勢
力
を
維
持
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
今
日
で
も
な
お
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
ら
し
く
、
田
舎
の
興
行
で
農
民
の
崑
劇
に
く
わ
し
い

老
人
達
が
、
楽
し
そ
う
に
若
い
人
に
劇
の
筋
な
ど
を
説
明
し
て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
る
と
い
う
。
又
杭
、
嘉
、
湖
、
一
帯
で
は
崑

劇
だ
け
が
、
或
い
は
崑
劇
と
別
種
の
劇
と
合
同
し
た
一
座
が
今
日
も
な
お
常
に
出
演
し
て
い
る
と
い
う
。（
中
略
）

 

一
九
二
〇
年
六
月
に
蘇
州
の
崑
曲
を
愛
好
し
た
徐
鏡
清
ら
の
商
人
達
が
、
こ
の
ま
ま
僅
か
に
残
っ
た
人
々
が
時
た
ま
出
演
す
る
よ

う
で
は
、
崑
曲
も
失
伝
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
、
出
資
し
て
崑
曲
伝
習
所
な
る
学
校
を
、
蘇
州
西
大
営
門
外
五
畝
園
の
あ
る
会
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館
の
中
に
設
け
た
。
も
と
は
霊
柩
の
お
き
場
で
あ
っ
た
の
を
幾
間
か
あ
け
さ
せ
、
教
室
や
寄
宿
舎
に
あ
て
た
。
学
生
は
七
八
十
人
募

集
さ
れ
た
が
、
み
な
十
歳
内
外
の
小
学
生
で
あ
っ
た
。

 
こ
こ
で
は
北
京
の
富
連
成
科
班
が
喜
、
富
、
連
、
盛
の
順
で
第
何
期
生
か
を
示
し
た
よ
う
に
（
馬
富
禄
、
馬
連
良
、
葉
盛
蘭
）、
一

期
生
に
は
伝
の
字
が
つ
け
ら
れ
―
一
期
だ
け
で
終
わ
っ
た
が
― （
中
略
）
三
年
間
の
厳
格
な
修
業
が
よ
う
や
く
な
ろ
う
と
し
た

頃
に
は
在
校
生
は
四
五
十
人
に
な
っ
て
い
た
。

 

維
持
費
の
方
も
続
か
な
く
な
り
だ
し
た
時
に
は
、
演
目
も
増
え
て
い
た
の
で
、
出
演
し
な
が
ら
学
ぶ
と
い
う
こ
と
に
方
針
も
改
め

ら
れ
、
民
国
十
三
年
（
一
九
二
四
年
）
に
上
海
に
出
て
、
崑
票
の
徐
凌
雲
の
バ
ッ
ク
で
彼
の
庭
園
の
徐
園
に
舞
台
を
開
い
て
試
園マ
マ

し

た
。
崑
票
の
票
は
票
友
（
素
人
俳
優
）
の
票
で
あ
る
が
、
今
ま
で
商
人
と
い
っ
た
の
も
み
な
崑
票
で
、
崑
曲
の
維
持
に
大
き
い
働
き

を
し
て
い
る
。
徐
園
に
つ
づ
い
て
「
新
世
界
」
に
一
年
続
演
し
た
、
こ
の
頃
の
衣
裳
小
道
具
は
大
多
数
は
徐
氏
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、

名
称
は
「
崑
曲
伝
習
所
」
を
用
い
て
い
た
。「
新
世
界
」
か
ら
「
笑
舞
台
」「
大
世
界
」
と
又
一
年
余
り
演
じ
つ
づ
け
た
。（
中
略
）
二

度
目
に
「
大
世
界
」
に
出
演
し
た
時
は
学
生
達
自
ら
の
力
で
一
座
を
組
織
し
、
班
名
も
「
仙
霓
社
」
と
改
め
た
、
京
劇
な
み
に
新
し

い
「
社
」
と
い
う
字
を
使
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
衣
裳
な
ど
も
先
ず
借
用
で
す
ま
せ
、
日
日
の
上
り
か
ら
次
次
と
衣
裳
を
購
入
し
て
い
っ

た
。
年
余
に
し
て
「
大
世
界
」
を
離
れ
て
か
ら
は
全
福
班
の
よ
う
に
第
一
次
の
旅
に
出
た
。
一
年
ほ
ど
で
又
上
海
の
「
小
世
界
」
や

「
大
千
世
界
」
に
二
年
間
出
演
し
て
、
第
二
回
の
旅
に
又
半
年
出
た
。
上
海
事
変
（
一
九
三
七
年
）
前
又
上
海
福
安
公
司
で
一
ヶ
月
演

じ
た
が
戦
争
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
停
演
し
、
そ
の
冬
「
東
方
書
場
」
に
半
年
出
演
し
た
。
こ
の
出
演
が
最
後
と
な
っ
て
解
散
し
て
し

ま
っ
た
。（
浜
一
衛
「
南
崑
の
変
遷
」
一
二
〜
一
四
頁）
₂₀
（

）

青
木
正
児
が
上
海
の
徐
園
で
見
た
と
き
「
舞
台
に
立
つ
の
は
童
伶
ば
か
り
」
で
あ
っ
た
の
も
、
崑
曲
伝
習
所
の
設
置
か
ら
六
年
で
学
生
が

ま
だ
十
代
半
ば
で
あ
っ
た
こ
と
と
符
合
す
る
。
ま
た
濱
が
呉
興
で
見
た
の
は
、
二
回
目
の
旅
巡
業
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
し
か
も
重

要
な
こ
と
は
、
同
じ
崑
曲
の
上
演
で
あ
っ
て
も
、
都
会
の
上
海
と
地
方
の
呉
興
と
で
は
観
客
の
反
応
が
ま
っ
た
く
異
な
る
こ
と
が
、
青
木
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と
濱
の
記
録
か
ら
わ
か
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
「
好
き
な
人
ば
か
り
気
持
の
良
い
集
り
」
で
の
清
雅
な
観
劇
を
好
ん
だ
青
木
と
、

「
老
人
達
が
、
楽
し
そ
う
に
若
い
人
に
劇
の
筋
な
ど
を
説
明
し
て
い
る
」
中
に
混
ざ
っ
て
観
劇
す
る
、
芝
居
が
好
き
で
好
き
で
た
ま
ら
な
い

濱
と
い
う
二
人
の
個
性
の
違
い
に
対
応
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
二
人
の
崑
曲
に
対
す
る
愛
惜
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所

で
の
崑
曲
と
の
邂
逅
を
実
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
冷
徹
な
演
劇
史
家
と
し
て
の
一
面
を
も
つ
濱
は
、
解
放
後
の
国
家
に
よ
る
「
十
五
貫
」
改
編
劇
の
普
及
を
目
の
当
た
り
に

し
て
も
、
決
し
て
手
放
し
で
は
喜
ば
な
か
っ
た
。
濱
は
崑
曲
の
将
来
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
こ
の
論
文
を
結
ん
で
い
る
。

十
九
世
紀
の
中
頃
よ
り
以
後
、
崑
曲
は
下
降
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
其
の
間
に
は
何
回
か
復
興
の
兆
し
は
あ
っ
た
が
、
皮
黄
の
一
時

の
衰
え
に
乗
じ
た
も
の
と
か
、
そ
の
滅
亡
を
恐
れ
て
の
育
成
と
か
い
っ
た
人
為
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。（
中
略
）

 

崑
曲
は
こ
の
ま
ま
で
は
京
劇
の
中
に
吸
収
さ
れ
て
、
ち
ょ
う
ど
大
ざ
つ
ま
の
長
唄
に
お
け
る
が
如
く
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
と
思

わ
れ
て
い
た
。
民
国
初
の
よ
う
な
大
き
い
復
興
は
も
と
よ
り
の
こ
と
、
伝
習
所
に
於
け
る
が
如
き
恢
復
も
お
ぼ
つ
か
な
か
っ
た
。「
十

五
貫
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
、
こ
の
勢
い
は
ど
う
い
う
形
に
落
ち
つ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
全
く
新
し
い
形
の
復
興
な
の
で
、
今

後
の
こ
と
は
何
と
も
予
断
は
で
き
な
い
。（
浜
一
衛
「
南
崑
の
変
遷
」
一
八
〜
一
九
頁
）

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
濱
の
主
著
『
北
平
的
中
国
戯
』、『
支
那
芝
居
の
話
』
に
見
ら
れ
る
俳
優
評
と
は
趣
を
異
に
す
る
、
論
文
や
旅
行
記
に
記
さ

れ
た
観
劇
記
録
を
紹
介
し
、
そ
れ
ら
が
一
九
三
〇
年
代
の
中
国
演
劇
の
上
演
史
研
究
に
と
っ
て
高
い
価
値
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

青
木
正
児
が
劇
評
家
・
辻
聴
花
に
あ
る
種
の
ラ
イ
バ
ル
意
識
を
隠
さ
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
濱
一
衛
は
い
さ
さ
か
の
気
負
い
も
な
く

劇
評
家
的
資
質
と
研
究
者
的
要
素
を
見
事
に
統
一
さ
せ
た
よ
う
に
見
え
る
。
劇
評
家
的
な
著
作
で
あ
る
『
北
平
的
中
国
戯
』、『
支
那
芝
居
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の
話
』
は
、
辻
聴
花
『
支
那
芝
居
』（
一
九
二
三
〜
二
四
）
と
波
多
野
乾
一
『
支
那
劇
と
其
名
優
』（
一
九
二
五
）
を
一
つ
に
ま
と
め
た
よ

う
な
感
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
松
山
高
等
商
業
学
校
お
よ
び
九
州
大
学
で
教
鞭
を
執
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
学
術
論
文
に
よ
っ
て
上
演

史
研
究
と
い
う
分
野
を
切
り
開
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
著
書
だ
け
で
な
く
論
文
や
旅
行
記
に
も
散
見
さ
れ
る
濱
一
衛
の
一
九
三
〇
年
代

上
演
記
録
は
、
今
後
の
中
国
演
劇
研
究
で
ま
す
ま
す
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

注

（
1
） 

濱
一
衛
の
留
学
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
の
資
料
に
基
づ
き
考
察
し
た
拙
稿
「
濱
一
衛
の
北
平
留
学
：
外
務
省
文
化
事
業
部
第
三

種
補
給
生
と
し
て
の
留
学
の
実
態
」（『
言
語
文
化
論
究
』
三
五
、
二
〇
一
五
）
参
照
。

（
2
） 

拙
稿
「
濱
一
衛
の
見
た
一
九
三
〇
年
代
中
国
演
劇
：
京
劇
」（『
中
国
文
学
論
集
』
四
三
、
二
〇
一
四
）、
お
よ
び
「
濱
一
衛
の
見
た
一
九
三
〇
年
代

中
国
芸
能
：
北
平
・
天
津
」（『
九
州
中
国
学
会
報
』
五
三
、
二
〇
一
五
）
参
照
。

（
3
） 

『
中
国
曲
芸
志
・
河
南
巻
』（
北
京
：
中
国
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
中
心
、
一
九
九
五
）
四
五
九
〜
四
六
一
頁
参
照
。

（
4
） 

拙
稿
「
濱
一
衛
の
見
た
一
九
三
〇
年
代
中
国
芸
能
：
北
平
・
天
津
」
七
二
頁
参
照
。

（
5
） 

前
売
り
切
符
制
度
の
導
入
が
ご
く
新
し
い
こ
と
は
、
濱
一
衛
『
支
那
芝
居
の
話
』（
東
京
：
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
四
）
一
一
六
頁
参
照
。

（
6
） 

観
覧
席
の
う
ち
、
楼
上
を
包
廂
と
い
い
、
楼
下
の
平
土
間
を
池
子
、
桟
敷
下
を
廊
子
と
い
う
。
辻
聴
花
『
支
那
芝
居
』
下
（
北
京
：
支
那
風
物
研

究
会
、
一
九
二
四
；
復
刻
版
、
東
京
：
大
空
社
、
二
〇
〇
〇
）
九
八
〜
一
〇
〇
頁
参
照
。

（
7
） 

『
中
国
戯
曲
志
・
河
南
巻
』（
北
京
：
文
化
芸
術
出
版
社
、
一
九
九
二
）
に
は
、
豫
劇
（
七
三
〜
七
六
頁
）、
永
安
舞
台
（
四
六
二
〜
四
六
三
、
五
一

九
頁
）、
楊
金
玉
（
六
五
一
頁
）、
馬
双
枝
（
六
六
〇
〜
六
六
一
頁
）
等
の
項
目
が
あ
る
。
老
義
成
班
の
解
散
、
永
安
舞
台
で
の
公
演
停
止
に
つ
い
て

は
、
同
書
の
七
五
、
四
六
三
、
五
一
九
頁
を
参
照
。

（
8
） 

拙
稿
「
濱
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
南
潯
戯
単
の
由
来
に
つ
い
て
」（『
九
州
大
学
附
属
図
書
館
研
究
開
発
室
年
報
』
二
〇
一
二
／
二
〇
一
三
）
参
照
。

（
9
） 

民
衆
教
育
館
は
南
京
国
民
政
府
が
推
進
し
た
社
会
教
育
の
拠
点
で
、
文
廟
の
敷
地
に
設
立
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
一
九
三
二
年
制
定
の
「
民

衆
教
育
館
暫
行
規
程
」
に
よ
る
と
、
民
衆
教
育
館
の
事
業
と
し
て
遊
芸
部
に
戯
劇
・
評
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。
戸
部
健
『
近
代
天
津
の
「
社
会
教
育
」：

教
育
と
宣
伝
の
あ
い
だ
』（
東
京
：
汲
古
書
院
、
二
〇
一
五
）
一
八
一
〜
一
八
五
頁
参
照
。

（
10
） 

原
文
は
、
梅
蘭
芳
述
、
許
姫
伝
記
『
舞
台
生
活
四
十
年
』
第
二
集
（
上
海
：
平
明
出
版
社
、
一
九
五
四
）
一
三
二
頁
に
見
え
る
。
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（
11
） 

原
文
は
、『
舞
台
生
活
四
十
年
』
第
二
集
、
一
三
七
頁
に
見
え
る
。

（
12
） 

濱
一
衛
「
劉
氏
の
嘉
業
堂
」（『
図
書
館
情
報
：
九
州
大
学
附
属
図
書
館
月
報
』vol. 5, no. 7/8, 

一
九
六
九
）
一
〇
頁
。

（
13
） 

藤
野
真
子
「
崑
曲
『
十
五
貫
』
の
改
編
に
つ
い
て
」（『
野
草
』
五
〇
、
一
九
九
二
）
参
照
。

（
14
） 
次
節
で
引
く
青
木
正
児
「
聴
花
語
る
に
足
ら
ず
」
が
一
九
五
六
年
二
月
に
発
表
さ
れ
た
こ
と
も
、「
南
崑
の
変
遷
」（
同
年
十
二
月
発
表
）
執
筆
の

直
接
の
動
機
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
15
） 

中
塚
亮
「
青
木
文
庫
蔵
戯
単
目
録
」（『
名
古
屋
大
学
中
国
語
学
文
学
論
集
』
二
〇
、
二
〇
〇
八
）、
赤
松
紀
彦
「
七
枚
の
戯
単
」（『
吉
田
富
夫
先
生

退
休
記
念
中
国
学
論
集
』
東
京
：
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
八
）
参
照
。

（
16
） 

一
九
三
六
年
五
月
六
日
、
七
日
文
全
福
の
呉
興
巡
業
の
戯
単
は
、
演
目
別
に
出
演
す
る
俳
優
を
並
べ
る
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
演
目
と
俳
優
を

分
け
ず
に
羅
列
し
て
お
り
、
正
確
に
は
ど
の
俳
優
が
ど
の
演
目
に
出
演
し
た
か
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
17
） 

青
木
正
児
『
支
那
近
世
戯
曲
史
』（
東
京
：
弘
文
堂
、
一
九
三
〇
。
の
ち
『
青
木
正
児
全
集
』
第
三
巻
、
東
京
：
春
秋
社
、
一
九
七
二
所
収
）
全
集

版
二
五
四
頁
。

（
18
） 

青
木
正
児
『
支
那
近
世
戯
曲
史
』
全
集
版
三
一
五
〜
三
一
六
頁
。

（
19
） 

青
木
正
児
は
『
玉
簪
記
』
に
つ
い
て
、「
右
に
註
記
せ
る
諸
齣
は
並
に
戲
場
に
流
行
す
る
所
な
る
が
、
近
時
「
琴
挑
」
一
齣
最
も
盛
行
す
」（『
支
那

近
世
戯
曲
史
』
全
集
版
二
四
六
頁
）
と
記
す
。

（
20
） 

『
中
国
戯
曲
志
・
江
蘇
巻
』（
北
京
：
中
国
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
中
心
、
一
九
九
二
）
の
「
崑
劇
伝
習
所
（
含
新
楽
府
、
仙
霓
社
）」
六
一
五
〜
六
一
八
頁
の
記

述
と
大
筋
は
一
致
す
る
が
、
多
少
の
出
入
り
も
あ
る
。

︵
付
記
︶

図
版
の
掲
載
に
あ
た
り
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
よ
り
ご
厚
意
を
賜
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

本
稿
は
、
平
成
二
六
年
度
（
第
六
二
回
）
九
州
中
国
学
会
（
久
留
米
高
専
、
二
〇
一
四
年
五
月
一
一
日
）
で
の
口
頭
発
表
「
濱
一
衛
の
見
た
一
九
三
〇

年
代
中
国
演
劇
：
上
演
史
研
究
の
一
次
資
料
」、
お
よ
び
日
本
中
国
学
会
第
六
七
回
大
会
（
国
学
院
大
学
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
一
日
）
で
の
口
頭
発
表

「
濱
一
衛
の
北
平
留
学
と
上
演
史
研
究
の
成
立
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

本
研
究
はJSPS

科
研
費23520437

、
お
よ
びJSPS

科
研
費16H03405

の
助
成
を
受
け
た
。


